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無駄なく無理せずリサイクル
－廃材から新たな材料を造る︕－

リサイクルの障壁
  ⽊造住宅を解体した際に発⽣する廃⽊材（解体材）は年間1000万ｍ3にものぼりますが、その再利
⽤率は4割弱にすぎず、主な⽤途は燃料でした。⽊材は樹⽊が空気中の⼆酸化炭素を吸収することで⻑
い年⽉をかけて造られますが、燃やしてしまえば⼆酸化炭素は短時間で放出されてしまいます。そこ
で、私たちはこの解体材から新たなパーティクルボードを造ることで、有効にリサイクルできないかと
考えました。パーティクルボードは、均質な製品が作れることから、家具を中⼼に広く使われています
（写真１）。しかし、現在のパーティクルボードの需要量は年間300万ｍ3。解体材はその3倍以上発⽣
しているので、再利⽤率を向上させるためには新たな⽤途の開拓が必要となります。

廃材を
砕いて

⼩⽚にして
板状に成型

写真1．パーティクルボードとは︖

「量」で「質」も確保︕︖
  パーティクルボードは、⽊材と⽐べると強度性能が劣るため、これまでは⽊造住宅の屋根、壁、床
などの構造材にはほとんど使われませんでした。しかし、住宅の構造材に使えるような材料でなけれ
ば、⼤きな需要を安定的に確保することは困難です。そこで、構造材のうち床材に着⽬しました。床材
に要求される性能は、床の上に載る家具や⼈の重量を⽀えることが中⼼となります。理論的な計算の結
果、厚さを2倍にすれば、パーティクルボードを床材に使⽤できることがわかりました。しかも厚さを
2倍にすることは、リサイクルできる廃材量も2倍になることを意味します。では、理論は正しいので
しょうか︖それを確認するには、実験を⾏うことがもっとも確実な⽅法です。

安全と快適を実証
  そこで、通常の2倍の30ｍｍの厚さのパーティクルボードを試作し、強度性能を測定しました。さ
らに、遮⾳性能、断熱性能、防⽕性能や⻑期間荷重が作⽤しても安全であるかなど、住宅の床材に必要
な性能について、さまざまな実験を⾏いました。また、従来にない厚さの製品ですから、留め付けに使
⽤する釘やビスについても検討を⾏ったうえで、実際の住宅の⼤きさの床を組み⽴てて、その性能試験
も実施しました。

写真2．さまざまな実験の様⼦

  これらの実験の結果、厚さ30ｍｍのパーティクルボードは⼗分な強度性能をもっていることがわ
かりました。しかも、従来のボードと⽐較すると、⽀えられる荷重は3.5倍に達し、変形量は1/8にお
さえられるなど、床の安全性と快適性を向上させることができました。
  現在、業界団体と研究成果の実⽤化を進めています。⽊造住宅の解体材から作られたパーティクル
ボードが⽊造住宅の床材の主流を占めることも夢ではないのです。
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